
日
本
の
海
底
資
源
採
掘
技
術
の
現
状

海
底
資
源
開
発
、今
後
の
産
業
展
開

日
本
の
海
底
資
源
の
商
用
化
の
行
方

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
１

基
調
講
演

日
本
の
海
底
資
源
採
掘
技
術
の
現
状

海
底
資
源
開
発
、今
後
の
産
業
展
開

日
本
の
海
底
資
源
の
商
用
化
の
行
方

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
１

基
調
講
演

日
本
の
海
底
資
源
採
掘
技
術
の
現
状

海
底
資
源
開
発
、今
後
の
産
業
展
開

日
本
の
海
底
資
源
の
商
用
化
の
行
方

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
１

基
調
講
演

日
本
の
海
底
資
源
採
掘
技
術
の
現
状

海
底
資
源
開
発
、今
後
の
産
業
展
開

日
本
の
海
底
資
源
の
商
用
化
の
行
方

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
１

基
調
講
演

日
本
の
海
底
資
源
採
掘
技
術
の
現
状

海
底
資
源
開
発
、今
後
の
産
業
展
開

日
本
の
海
底
資
源
の
商
用
化
の
行
方

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
１

基
調
講
演

日
本
の
海
底
資
源
採
掘
技
術
の
現
状

海
底
資
源
開
発
、今
後
の
産
業
展
開

日
本
の
海
底
資
源
の
商
用
化
の
行
方

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
１

基
調
講
演
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在
）
量
が
明
確
で
な
い
。
遠
い

海
域
に
海
洋
資
源
が
存
在
す
る

場
合
、
掘
削
し
た
資
源
を
ど
う

輸
送
す
る
か
も
課
題
だ
。

　

海
洋
資
源
が
存
在
す
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
の
で
、
日
本
企

業
が
持
つ
技
術
と
知
恵
を
結
集

し
て
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
克
服
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
海
洋
開
発
産
業
の
育
成
が
重

要
だ
。
開
発
の
可
能
性
を
見
極

め
る
精
度
を
高
め
る
こ
と
が
、

将
来
に
向
け
て
の
我
々
の
責
務

だ
と
考
え
る
。

　

坂
本　

海
底
鉱
物
資
源
の
現

状
と
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域

（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
内
の
鉱
物
賦
存
量

が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
採
掘

か
ら
製
錬
ま
で
の
一
連
の
技
術

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
、
特
定

エ
リ
ア
以
外
の
海
面
下
の
堆
積

状
態
や
鉱
物
の
品
位
分
布
が
不

明
な
ど
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

そ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
石

油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源

機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
に
よ

る
調
査
ス
ピ
ー
ド
の
加
速
や
、

官
民
の
協
業
に
よ
る
資
源
量
の

迅
速
な
調
査
が
重
要
だ
。
民
間

の
精
密
調
査
技
術
を
駆
使
し
た

資
源
量
の
把
握
を
、
海
洋
基
本

計
画
が
終
了
す
る
２
０
１
８
年

ま
で
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
事

業
化
の
可
否
に
つ
い
て
の
判
断

が
で
き
る
。

　

調
査
費
用
は
ト
ー
タ
ル
で

１
０
０
０
億
円
強
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
何
十
兆
円

と
い
う
資
源
量
が
眠
っ
て
い
る

可
能
性
を
確
認
す
る
費
用
と
し

て
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な

い
と
考
え
る
。

　

内
田　

海
洋
か
ら
の
石
油
・

天
然
ガ
ス
生
産
は
年
々
増
え

て
お
り
、
水
深
２
０
０
０
～

３
０
０
０
㍍
級
の
深
い
所
に
あ

る
油
・
ガ
ス
田
で
は
、
船
上
に

生
産
設
備
を
備
え
た
船
舶
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
船
上
で
は
石

油
に
随
伴
す
る
ガ
ス
処
理
が
問

題
で
、
こ
れ
ま
で
は
燃
焼
す
る

し
か
な
か
っ
た
。
液
体
燃
料
に

変
換
す
る
Ｇ
Ｔ
Ｌ
技
術
に
よ
っ

て
、
環
境
問
題
の
解
決
と
資
源

の
効
率
利
用
が
可
能
に
な
る
。

　

従
来
、
Ｇ
Ｔ
Ｌ
技
術
に
必
要

な
設
備
は
大
き
く
、
船
に
は
載

ら
な
か
っ
た
。
だ
が
マ
イ
ク
ロ

チ
ャ
ン
ネ
ル
反
応
器
の
利
用
で

　

飯
笹　

ま
ず
は
各
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
後
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
入
り
た
い
。

　

市
川　

海
洋
掘
削
会
社
で
あ

る
当
社
は
海
洋
掘
削
装
置
（
リ

グ
）
を
保
有
・
運
用
し
、
石
油

開
発
会
社
の
依
頼
に
よ
り
海
洋

の
石
油
や
天
然
ガ
ス
の
掘
削

　

青
野　

各
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
基

に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め

た
い
。

　

織
田　

海
洋
に
存
在
す
る
鉱

物
資
源
は
、
石
油
・
天
然
ガ
ス

を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
が
「
非
在

来
型
資
源
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
入
る
。
日
本
は
海
洋
大

　

私
は
大
学
で
陸
上
資
源
の
開

発
に
つ
い
て
学
ん
だ
が
、
工
業

技
術
院
公
害
資
源
研
究
所
（
現

産
業
技
術
総
合
研
究
所
）
に

入
っ
て
か
ら
は
一
貫
し
て
海
底

資
源
開
発
の
研
究
を
続
け
て
き

た
。
実
際
に
探
査
船
に
乗
っ
て

実
験
・
調
査
を
し
た
経
験
か
ら

言
え
る
こ
と
は
、
日
本
は
海
洋

資
源
開
発
を
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
と
い
う
こ
と
だ
。

　

わ
が
国
で
明
治
時
代
の
富
国

強
兵
・
殖
産
興
業
や
第
２
次
世

界
大
戦
か
ら
の
復
興
を
担
っ
た

の
は
、
石
炭
や
金
属
な
ど
の
鉱

業
だ
っ
た
。
高
質
な
陸
上
資
源

や
安
価
な
生
産
コ
ス
ト
、
国
策

に
よ
る
傾
斜
生
産
、
円
安
の
為

替
レ
ー
ト
な
ど
が
追
い
風
に

な
っ
て
、
鉱
業
を
は
じ
め
と
す

る
１
次
産
業
は
価
格
競
争
力
を

持
ち
、
戦
後
の
経
済
発
展
に
貢

献
し
た
。
そ
の
後
は
円
高
が
進

行
し
て
生
産
拠
点
の
海
外
シ
フ

ト
が
加
速
。
１
次
産
業
は
衰
退

し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
末
に
も

１
０
０
０
兆
円
に
達
す
る
国
の

借
金
や
、
貿
易
赤
字
の
拡
大
が

続
く
現
状
を
勘
案
す
る
と
、
こ

の
円
高
状
態
が
い
つ
ま
で
も
続

く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
い
ず

れ
円
安
に
転
換
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
通
り
原
材
料
や
食
糧
を
輸

入
す
る
の
が
難
し
く
な
る
だ
ろ

う
。

　

一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
新
興
国
経
済
の
拡
大
に
よ

り
食
糧
の
逼
迫
や
陸
上
資
源
の

枯
渇
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
原

材
料
価
格
は
高
騰
し
て
い
る
。

日
本
は
今
、
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
糧
問
題
に
ど
う
対
処

　

原
油
価
格
の
高
騰
や
レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金

属
）
の
需
給
逼
迫
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
問

題
を
背
景
に
、
海
洋
資
源
開
発
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
日
本
近
海
に
は
多
様
な
海
底
資

源
が
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
、そ
れ
ら
を
採
掘
・

精
製
で
き
れ
ば
、
原
材
料
の
安
定
調
達
の
実
現

に
一
歩
近
づ
く
。
９
月
に
開
催
し
た
日
経
産
業

新
聞
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
（
主
催
＝
日
本
経

済
新
聞
社
）
で
は
、
海
洋
資
源
開
発
の
可
能
性

や
商
業
化
に
向
け
た
課
題
・
展
望
な
ど
に
つ
い

て
、
研
究
者
や
専
門
家
が
議
論
を
交
わ
し
た
。

国
で
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
海
底
に
も
新

た
な
資
源
が
次
々
と
発
見
さ
れ

て
い
る
。

　

鉱
物
資
源
で
は
、
特
に
海
底

熱
水
鉱
床
が
有
望
視
さ
れ
て
い

る
。
資
源
量
調
査
は
探
査
を
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
資
源

量
を
よ
り
正
確
な
も
の
に
近
づ

け
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要

だ
。

　

資
源
開
発
は
、
探
査
の
次
に

採
鉱
方
法
の
検
討
、
採
鉱
計
画

の
策
定
、
鉱
量
計
算
報
告
書
の

策
定
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い

く
。
環
境
保
全
ル
ー
ル
も
非
常

に
重
要
だ
が
、
非
在
来
型
の
海

底
鉱
物
資
源
の
開
発
に
関
し
て

は
、
ま
だ
ル
ー
ル
が
確
定
し
て

い
な
い
。
海
外
の
海
底
資
源
探

査
な
ど
に
日
本
が
今
後
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
の
か
も
大
変
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

山
野　

海
洋
鉱
物
資
源
開
発

の
歴
史
を
大
体
10
年
単
位
で
見

て
み
る
と
、
１
９
７
０
年
代

は
米
国
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
時
代
、
80
年
代
は
日
本
の
時

代
、
90
年
代
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
よ
る
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

登
場
の
時
代
だ
っ
た
。
そ
し

て
２
０
０
０
年
以
降
は
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
あ
る
い
は
国
営
企

業
の
研
究
・
開
発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）

の
時
代
と
捉
え
て
い
る
。

　

海
洋
鉱
物
資
源
開
発
が
必
要

な
理
由
と
し
て
は
①
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
参
入
条
件
の
悪
化
②

新
規
有
望
探
査
鉱
区
の
減
少
③

メ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
寡
占
④
中
国

の
需
要
拡
大
⑤
資
源
国
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
再
勃
興―

―

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
商
業
化

に
向
け
た
今
後
の
課
題
は
多

い
が
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
資

源
量
の
把
握
だ
。
そ
れ
な
く
し

て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
は
進
め

な
い
。

　

秋
山　

日
本
の
海
底
熱
水

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

日
本
近
海
に
は
海
洋
石
油
・
天

然
ガ
ス
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ト
、
レ
ア
ア
ー
ス
泥
、
海
底
熱

水
鉱
床
な
ど
の
海
洋
資
源
が
あ

る
が
、
技
術
的
に
は
掘
削
が
可

能
だ
。

　

だ
が
、
と
り
わ
け
海
底
熱
水

鉱
床
は
賦
存
（
潜
在
的
に
存

鉱
床
開
発
計
画
は
08
年
か
ら
始

ま
っ
た
。
来
年
３
月
に
は
プ
レ

Ｆ
／
Ｓ
を
出
す
予
定
で
、
18
年

の
Ｆ
／
Ｓ
発
表
に
向
け
計
画
が

進
ん
で
い
る
。
資
源
量
評
価
、

環
境
影
響
評
価
、
採
掘
、
選
鉱
・

製
錬
と
い
う
４
つ
の
技
術
部
門

に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
分

け
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

海
底
熱
水
鉱
床
の
開
発
は
陸

上
鉱
山
に
比
べ
て
操
業
技
術
面

の
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高
く
、

残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
コ
ス

ト
競
争
力
に
劣
る
と
い
う
の
が

私
の
結
論
。
だ
が
今
後
、
鉱
石

の
賦
存
量
が
ど
れ
だ
け
増
え
る

か
と
い
う
の
は
未
知
の
領
域

だ
。
日
本
企
業
が
中
心
に
な
っ

て
日
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
地
道
な
探

査
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
。

　

青
野　

技
術
開
発
の
観
点
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を
商
用

化
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
開
発
す

る
場
合
、
ど
う
い
っ
た
条
件
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
投
資
す
る

べ
き
か
。

　

織
田　

現
状
は
優
先
順
位
と

い
う
話
に
持
っ
て
い
く
の
は
ま

だ
難
し
い
。
つ
ま
り
、
優
先
順

位
の
前
提
と
な
る
と
こ
ろ
が
ま

だ
固
ま
っ
て
い
な
い
。
ま
ず
は

資
源
量
を
確
定
す
る
た
め
の

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
を
実
施
す

べ
き
だ
と
思
う
。

　

山
野　

私
の
考
え
は
非
常
に

シ
ン
プ
ル
だ
。探
査
に
尽
き
る
。

商
用
化
の
議
論
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
前
に
も
っ
と
積
極

的
に
探
査
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

　

秋
山　

現
段
階
で
は
、
海
洋

調
査
を
重
ね
て
鉱
量
を
正
確
に

把
握
す
る
と
い
う
の
が
第
一
。

陸
上
で
は
商
用
化
で
き
る
鉱
山

が
見
つ
か
っ
た
ら
、
操
業
し
な

が
ら
周
辺
部
分
の
探
鉱
を
必
ず

実
施
す
る
。

　

青
野　
「
調
査
・
探
査
は
非

常
に
重
要
」
と
い
う
意
見
は
各

パ
ネ
リ
ス
ト
に
共
通
し
て
い

る
。調
査
・
探
査
す
る
に
あ
た
っ

て
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
を
考

え
る
か
。
ど
う
い
っ
た
視
点
で

展
開
し
て
い
く
べ
き
か
。

　

織
田　

期
間
に
つ
い
て
は
、

お
そ
ら
く
答
え
が
な
い
の
で
は

な
い
か
。
時
間
と
お
金
を
か

け
て
も
、
そ
れ
を
十
分
に
賄
え

る
だ
け
の
価
値
の
あ
る
海
洋
資

源
量
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要

だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は

調
査
・
探
査
を
き
ち
ん
と
や
る

こ
と
に
尽
き
る
。

　

た
だ
し
、
ゆ
っ
く
り
や
れ
ば

い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
目

標
を
定
め
て
重
点
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

山
野　

探
査
に
よ
っ
て
、
陸

上
資
源
と
比
較
し
て
も
海
洋
資

源
は
そ
れ
な
り
に
魅
力
が
あ
る

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
つ
く
れ
る

だ
け
の
根
拠
が
必
要
だ
。

　

秋
山　

海
洋
資
源
の
調
査
に

要
す
る
時
間
は
、
調
査
船
を
何

隻
持
つ
か
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て

し
ま
う
。
日
本
で
は
新
海
洋
資

源
調
査
船
「
白
嶺
」
が
今
年
就

航
し
た
が
、
さ
ら
に
も
う
１
隻

増
や
せ
ば
調
査
期
間
も
短
縮
で

き
る
だ
ろ
う
。

　

青
野　

人
材
不
足
や
資
金
の

問
題
な
ど
日
本
の
海
洋
資
源
開

発
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る

が
、
調
査
・
探
査
分
野
は
強
み

だ
。
こ
の
強
み
を
事
業
化
の
可

否
に
生
か
し
、
検
証
で
き
る

案
件
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

商
用
化
へ
の
明
る
い
道
筋
に
な

る
。

プ
ラ
ン
ト
を
小
型
化
で
き
、
船

舶
へ
の
搭
載
が
可
能
に
な
る
。

船
上
Ｇ
Ｔ
Ｌ
と
い
う
新
し
い
技

術
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
燃
や
し

て
捨
て
て
い
た
ガ
ス
資
源
に
新

た
な
価
値
を
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
技

術
を
活
用
し
て
、
日
本
企
業
が

世
界
市
場
の
中
で
確
固
と
し
た

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
築
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　

飯
笹　

市
川
さ
ん
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
人
材

育
成
が
重
要
で
あ
る
半
面
、
人

材
そ
の
も
の
が
不
足
し
て
い
る

と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
背

景
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

市
川　

海
洋
産
業
の
裾
野
が

広
い
海
外
に
比
べ
、
日
本
で
は

産
業
展
開
が
狭
い
。
海
洋
資
源

開
発
の
将
来
性
に
対
す
る
国
内

外
の
学
生
の
考
え
方
が
違
う
の

で
は
な
い
か
。

　

飯
笹　

海
洋
資
源
の
中
で
実

用
化
が
高
い
産
業
で
さ
え
も
若

い
人
の
理
解
が
足
り
な
い
状
況

に
つ
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。

　

市
川　

例
え
ば
、
造
船
会
社

は
も
っ
と
海
外
の
仕
事
を
受
注

し
て
、
海
洋
産
業
の
専
門
家
を

少
し
ず
つ
育
て
る
の
も
一
つ
の

手
段
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

飯
笹　

内
田
さ
ん
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
海
洋
資

す
べ
き
か
を
見
直
す
時
期
に
来

て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

為
替
変
動
に
強
い
産
業
構
造
へ

の
転
換
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
１
次
産
業
回
帰
モ
デ
ル
の

確
立
で
、
海
底
資
源
が
重
要
な

鍵
を
握
る
。

　

日
本
周
辺
の
海
底
に
は
様
々

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
が

点
在
す
る
。
例
え
ば
、
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
次
世
代
天
然

ガ
ス
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て

お
り
、
マ
ン
ガ
ン
団
塊
、
コ
バ

ル
ト
・
リ
ッ
チ
・
ク
ラ
ス
ト
、

海
底
熱
水
鉱
床
に
は
金
や
銀
、

銅
、
レ
ア
メ
タ
ル
、
レ
ア
ア
ー

ス
（
希
土
類
）
な
ど
多
く
の
鉱

物
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
海
底
熱
水
鉱
床
の
潜

在
的
資
源
量
は
世
界
１
位
、
コ

バ
ル
ト
・
リ
ッ
チ
・
ク
ラ
ス
ト

は
同
２
位
と
推
定
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
豊
富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

鉱
物
資
源
を
採
掘
し
て
精
製
で

き
れ
ば
、
日
本
は
海
洋
資
源
開

発
と
い
う
有
望
な
１
次
産
業
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
単
に
所
有

し
て
い
る
だ
け
の
「
海
洋
資
源

大
国
」
で
は
な
く
、
資
源
を
実

際
に
利
用
し
て
、
世
界
に
打
っ

て
出
る「
海
洋
資
源
メ
ジ
ャ
ー
」

を
目
指
す
こ
と
。
そ
の
た
め
に

は
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
開
発

技
術
や
シ
ス
テ
ム
の
国
産
化
に

取
り
組
み
、
世
界
標
準
を
握
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
。

源
開
発
で
日
本
企
業
が
活
躍
で

き
る
余
地
が
大
き
い
と
い
う
話

が
あ
っ
た
が
、
人
材
育
成
に
関

し
て
は
ど
う
か
。

　

内
田　

我
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
分

野
は
海
外
が
中
心
で
社
員
も
多

国
籍
な
の
で
、「
日
本
人
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
発

想
が
あ
ま
り
な
い
。
資
源
開
発

の
分
野
は
欧
米
企
業
な
ど
で
も

人
材
は
不
足
が
ち
だ
。
学
生
は

現
実
的
で
、
そ
の
産
業
に
将
来

性
が
あ
る
か
ど
う
か
で
判
断
す

る
。
我
々
は
海
洋
資
源
開
発
の

将
来
性
や
夢
を
も
っ
と
語
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
夢
を
実
現
し

て
い
く
手
立
て
を
官
民
挙
げ
て

戦
略
的
に
打
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
ひ

い
て
は
国
内
産
業
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

飯
笹　

調
査
機
器
を
使
っ
た

り
、
分
析
・
解
析
し
た
り
す
る

人
材
は
ど
う
か
。

　

坂
本　

日
本
の
海
洋
調
査
の

能
力
は
非
常
に
高
い
と
認
識
し

て
い
る
。
海
洋
調
査
協
会
の
人

た
ち
と
も
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

資
源
量
の
調
査
は
十
分
達
成
可

能
だ
。

　

飯
笹　

最
後
に
、
海
洋
資
源

開
発
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　

内
田　

海
底
熱
水
鉱
床
に
つ

い
て
事
業
化
の
展
望
を
語
る
に

は
、
時
期
尚
早
か
と
思
う
。
賦

存
状
態
が
明
確
で
な
い
の
で
、

ま
ず
は
集
中
的
に
調
査
し
て
開

発
可
能
性
の
見
極
め
を
す
る
べ

き
だ
。
開
発
可
能
性
と
い
う
の

は
技
術
進
歩
や
市
場
環
境
に

よ
っ
て
時
代
と
と
も
に
変
わ
り

う
る
の
で
、
そ
の
都
度
見
直
す

こ
と
が
必
要
だ
。

　

市
川　

私
も
開
発
可
能
性
を

で
き
る
だ
け
早
く
認
識
を
し
て

進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
い
つ

ま
で
も
時
間
を
か
け
ず
に
国
が

主
導
し
、
５
年
以
内
に
開
発
可

能
性
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で

持
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

飯
笹　

海
底
熱
水
鉱
床
は
今

後
５
、６
年
か
け
て
資
源
量
を

把
握
し
、
商
業
化
の
成
否
を
判

断
す
べ
き
と
い
う
の
が
今
回
の

議
論
の
結
論
だ
。
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〜日本の資源開発の事業化〜

海洋資源開発・今後の事業展望


